
元 ～ 3 年度 ）

重点取組
分野

令和 元 年度

横浜市立 阿久和小学校 学校評価報告書 （ 令和

3 年度
総括

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果

年度
総括

重点取組
分野

令和
総括

重点取組
分野

令和 2

①感染症対策のために、道徳科の授業公開
が実施できなかったので、次年度以降の実施
可能な方法を今後検討していく。②ＹＰアセス
メントは１度のみとなったが、児童理解や授業
改善に生かせた。また、たてわり活動は、多く
の制約の中ではあったが、児童の自己有用
感を高められた。

B 豊かな心豊かな心

①特別の教科道徳の充実を図り、年１回以上保
護者、地域の方に公開をする。また、道徳推進教
諭が中心となって、研修を行う。②ＹＰアセスメン
トを年２回以上実施し、児童の実態や変容を把握
する。その結果をもとに授業を行う。たてわり活
動の充実を図り、自己有用感を高めていく。

①道徳の授業は、年間の指導計画に従って
計画的に進められている。授業参観で保護者
にも公開を行った。②たてわり活動が年間を
通して充実したことで優しい心が育まれるとと
もに、高学年の自己有用感の高まりにつな
がってきている。

B 豊かな心

①特別の教科道徳の充実を図り、年１回以上保
護者、地域の方に公開をする。また、道徳推進教
諭が中心となって、研修を行う。②ＹＰアセスメン
トを年２回以上実施し、児童の実態や変容を把握
する。その結果を授業に反映させていく。たてわ
り活動をより充実させ、自己有用感を高めてい
く。

①「あくわスタンダード」をもとに教職員間の共
通理解がよく図られ、一貫した指導を行えた。
また、スタンダードの見直しや改善をしつつ指
導を進められた。②低学年はチームティーチ
ング、高学年は少人数指導を実施し、個々の
実態に応じた学習指導をすることができた。

B
生きてはた
らく知

生きてはた
らく知

①「あくわスタンダード」の充実を図り、１年生から
６年生まで一貫した指導ができるようにする。②４
～６年生は、少人数算数を実施し、個に応じた指
導を進める。また、本年度は、算数科を重点研究
の教科として取り上げ、児童が主体的に学習に
のぞむことができるような数学的活動を研究して
いく。

①あくわスタンダードに沿った一貫した指導が
全職員の共通理解のもと行われ、児童指導に
つながっている。②支援の必要な児童の目線
に立って、授業づくりや環境整備が整ってきて
いる。少人数指導、TT指導、取り出し指導な
ど、授業形態を変えながら取り組んできた。

B
生きてはた
らく知

①「あくわスタンダード」の充実を図り、１～６年生
まで一貫した指導ができるようにする。②低学年
は取出指導、高学年は少人数算数を実施し、個
に応じた指導を進める。算数科を重点研究の教
科として取り上げ、児童が主体的に学習にのぞ
むことができるような数学的活動を研究していく。

①特別な配慮が必要な児童に対して、全教職
員で共通理解をし、当該児童に適した指導や
助言をすることができた。また、専任や家庭・
関係機関とも連携し、適切な対応をすることが
できた。②個別支援学級の児童に対して、全
教職員で共通理解をし支援を行えた。

B
特別支援
教育

特別支援
教育

①配慮が必要な児童の支援について、全教職員
で共通理解し、どの教職員も対応できるようにす
る。また、関係機関との連携を図り、支援の在り
方等について理解を深めていく。②個別支援学
級児童の実態に応じて、交流を進め、分け隔て
のない関係を構築していく。

①配慮が必要な児童について共通理解を図
り、チームとして対応を考えることができてい
た。特別支援教室の立ち上げも行い、学習支
援の体制も整ってきた。②個別支援学級と一
般級の担任同士で連絡を取り合い、交流内容
を考慮した。

A
特別支援
教育

①配慮が必要な児童の支援について、全教職員
で共通理解し、対応にあたる。また、関係機関と
の連携を図り、支援の在り方等について理解を
深める。②個別支援学級児童の実態に応じて、
交流委員会が中心となって計画を立て、交流を
行い、分け隔てのない関係を構築していく。

①スタンダードの見直しを児童の実態に合わ
せて行い定着を図った。また、保護者の理解
を深く得られるよう、学校だより等で発信した。
②定期的かつ臨時の全体指導・学級指導・個
人指導を的確かつ効果的に繰り返し行い、適
切な指導をすることができた。

A 児童指導児童指導

①「あくわスタンダード」の見直しを行い、児童へ
の定着を図っていく。また、保護者への理解を進
めるため、学校説明会をはじめ、学校便り等で必
要に応じて発信していく。②児童の状況に応じ
て、朝会や集会で、全体指導の場を設け、学校
全体で指導にあたっていることを確認できるよう
にする。

①児童指導は担任ひとりで対応することなく
チームで相談し、解決することができる体制が
ある。子どもの実態に合わせ、ルールブックの
見直しを行いながら指導にあたれている。保
護者への理解は今後も継続して取り組んでい
く。②朝会での共通理解が有効であった。

A 児童指導

①「あくわスタンダード」の見直しを児童の実態に
合わせて行い、定着を図っていく。また、保護者
への理解を進めるため、学校説明会をはじめ、
学校便り等で必要に応じて発信していく。②児童
の状況に応じて、朝会等で全体指導の場を設
け、学校全体で指導していることを確認できるよ
うにする。

①栄養士を交えた食育の授業、集会や委員
会等で児童の呼びかけ等を通して、児童の関
心を高められた。残食の様子からも食への関
心の高さを感じられた。②体育や、休み時間
の体力づくり等を通して、健康増進や体力向
上、衛生面に関する児童の意識が高められ
た。

B
健やかな
体

健やかな
体

①食育の授業を実践し、児童の関心を高める。
また、健康や食育について、集会等で発信し、日
頃の意識を高めていく。②学校保健委員会で
は、校医や薬剤師を招き、専門的な見地からお
話を伺い、児童の保健への関心をもたせるように
する。

①健康や食育に関心をもてるように、集会や
掲示等で発信してきた。委員会の活動を通し
て、楽しみながら学習を進めることができた。
②学校保健委員会では睡眠について具体的
な活動により、児童の意識が高まった。

A
健やかな
体

①食育の授業を実践し、児童の関心を高める。
また、健康や食育について、集会等で発信し、日
頃の意識を高めていく。②学校保健委員会で
は、校医や薬剤師を招き、専門的な見地からお
話を伺い、児童の保健への関心をもたせるように
する。

①感染症が心配される中ではあったが、充分
な対策をした上で授業参観や行事、個人面談
や懇談会を開催し、教育活動に関する保護者
の関心を高めた。②数少ない個人面談や懇
談会、国際懇談会等の機会を生かして、学校
と保護者が児童の現状や目標の共有を図れ
た。

B 地域連携地域連携

①保護者への学校への関心を高めるために、教
育活動に参加できる機会をつくる。また、懇談会
等への参加者を増やすための工夫をしていく。②
新しい保護者の会と学校との関係を構築し、年
間を通して、計画的に支援していただけるような
形にする。

①学校・家庭・地域の連携については現状を
維持している。学校説明会や懇談会のもち方
を見直し、より多くの保護者に来校してもらう
ための計画を進めている。②本年度より発足
した保護者と教職員の会とは、年間を通して
互いに協力して活動する体制が整ってきた。

B 地域連携

①保護者の学校への関心を高めるために、教育
活動に参加できる機会をつくる。また、懇談会等
への参加者を増やすための研修会を取り入れ
る。②保護者の会と学校との関係を構築し、年間
を通して、計画的に支援していただけるような形
にする。国際懇談会を活用した取組を行う。

①PCやデジタル端末、デジタル教科書や通
信アプリ等を生かして、的確かつ効果的な授
業を行った。また、臨時休業への準備も行え
た。②学級や委員会等が、校内の掲示板等を
よく活用し、全校での取組を活性化させてい
た。

A
教育環境
整備

教育環境
整備

①情報・視聴覚機器の充実をさらに図り、授業へ
の効果的な活用について研修を行う。②校舎内
外の環境整備に努め、児童が安全に学習活動
が進められるようにする。また、掲示板を活用し、
児童の学習の成果が見えるようにしていく。

①情報主任を中心にICT支援員との連携のも
と環境が整った。研修によりスキルアップを行
いながら、授業へのより効果的な活用に努め
たい。②毎月の安全点検により、児童の安全
な学習活動が進められている。掲示板の活用
は今後も積極的に活用していく。

A
教育環境
整備

①情報・視聴覚機器の充実をさらに図り、授業へ
の効果的な活用について研修を行う。②校舎内
外の環境整備に努め、児童が安全に学習活動
が進められるようにする。また、掲示板を活用し、
児童の学習の成果が見えるようにしていく。

①定期的にいじめ防止委員会を開催し、全教
職員が共通理解し、現状や未然防止、解決や
再発防止等に向けて組織的対応をした。②い
じめアンケートを実施するとともに、学年ブロッ
クごとでも毎月会議を行い、児童理解や児童
支援、児童指導を行った。

A
いじめへの
対応

いじめへの
対応

①月１回いじめ防止委員会を開催し、全教職員
が共通理解し学校の現状を把握できるようにす
る。また、具体的にどのような対応してきたのか、
今後どのように進めていくのかなど具体的に話し
ができるようにする。②定期的にいじめアンケー
トを実施して、児童の実態を把握する。

①いじめ防止委員会によって、ブロック間や全
職員で共通理解を図れている。また、児童支
援専任を中心に、未然防止、迅速な対応が行
われている。②アンケートの実施により、児童
とじっくり話をしたり、児童理解を注意深く行っ
たりすることで、実態把握につながっている。

A
いじめへの
対応

①月１回いじめ防止委員会を開催し、全教職員
が共通理解し学校の現状を把握できるようにす
る。また、具体的にどのような対応してきたのか、
今後どのように進めていくのかなど具体的に話
ができるようにする。②定期的にいじめアンケー
トを実施して、児童の実態を把握する。

ブロック内
評価後の
気付き

ブロックでの小小・小中での授業研究や職員間の交流を通して、基礎基本を確実に身に付けるための
手立てやコミュニケーションを豊かにするための手立ての共通理解が図られてきている。また、授業を
見合い、協議会での意見交換や情報交換によって、つながりを意識した教育活動の推進はある程度
充実したものであった。今後も、ブロックが設定した９年間での育成を目指す資質能力を共通理解し、
「夢の実現に向かって」が達成されるよう、繋がりのある小中一貫教育の推進を行いたい。

ブロック内
評価後の
気付き

今年度はブロック間の交流が制限され、児童生徒や教員間で交流する機会がほとんどもてなかった。
しかし、その中でも可能な限り児童生徒間での交流ができそうなことを、実務担当者同士で考え、取り
組んでいった。また、6年生の進学に備えて、中学校の先生方に学校訪問していただき、子どもたちの
様子を見てもらう機会がもてた。次年度以降も今年度と同じ状況になることが考えられるため、小中ブ
ロックで相談して、子どもたちにできる活動を模索して計画を立てていきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

①教職員が連携して児童指導ができる組織・
体制となり、安定した教育活動を進められた。
②学校評価の結果から行事等の内容を改善
し、児童に明確な目標や達成感をもたせられ
たが、臨時休業の影響で行事が連続したの
で、改善の必要性を感じている。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①低中高ブロックを組織し、必要に応じて連携が
図れるようにする。級外教員もブロックに属し、そ
のブロックの運営に主体的にかかわる。②行事
ごとに学校評価を行い、振り返りをする中で、行
事の精選を図り、教職員の負担、児童の負担の
軽減につながるようにしていく。

①ブロック間での連携が授業や行事等でも多
くなり、協力体制のもとに活動を進められた。
②これまでの学校評価をもとに、運動会やあく
わ博など、見直しを進められた。行事の精選
を行い、児童及び教職員の負担軽減が行わ
れた。精選されたことで育てたい力の明確化
とモチベーションの向上につながった。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①低中高ブロックを組織し、必要に応じて連携が
図れるようにする。級外教員もブロックに属し、そ
のブロックの運営に主体的にかかわる。②行事
ごとに学校評価を行い、振り返りをする中で、行
事の精選を図り、教職員の負担、児童の負担の
軽減につながるようにしていく。

中期取組
目標
振り返り

「わくわくする学校」「チャレンジする学校」を創るために、「あくわスタンダード」を共通理解として、１年
生から６年生まで一貫した指導を行うことができてきている。また学習面においては、算数科を重点研
究として取り組み、児童が主体的に学習に取り組むことができるような数学的活動を研究することがで
きた。少人数指導、取り出し指導など、個に応じた指導を行える体制が整ってきている。小規模校であ
ることを生かして、たてわり活動を取り入れた行事を行うことができている。次年度に向けては、学校・
家庭・地域の連携に向け、学校説明会のもち方を工夫していく。

中期取組
目標
振り返り

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、当初計画されていた教育活動を大きく変更しなが
らの取組となった。しかし、その中で、児童一人ひとりが輝くために、創意工夫をしながら、例年に近い
形で学校行事等を行うことができた。小規模校のメリットが大いに生かされた結果である。また、今年
度の対応により、今までの学習活動の見直しをするきっかけとなり、集団として集まらずにできる活動
や、運動会等の時間短縮など、児童や教職員の負担軽減にもつながることが分かった。次年度も、そ
のような視点をもりながら、学校経営を進めていきたい。

中期取組
目標
振り返り

学校関係者
評価

子どもたちは、全体的に落ち着いて学習に取り組み、地域でも気持ちの良い挨拶ができている。学校
全体で赤青鉛筆を活用して、めあてとまとめを分かりやすく書くことで、子どもたちは今何を学習してい
るのかが明確になっているので、今後の学力の向上も期待している。何よりも子どもたちが楽しそうに
学校生活を送っている姿が見られ、とてもよいことだと感じる。たてわり活動で異学年の子ども同士が
コミュニケーションをとり、互いに優しい心を育てている。不登校や特別支援など、社会的問題とも言え
る状況がある中,子どもたちにとって居場所があり、安心で安全な学校であってほしい。

学校関係者
評価

学校運営協議会委員に学校の現状を書面でお伝えした。

学校関係者
評価


